
山
梨
県
公
報　
　

第
二
千
八
百
四
十
三
号　
　

平
成
三
十
年
十
一
月
二
十
九
日

毎
週
二
回
発
行
月
曜
日
木
曜
日　

定
価（
消
費
税
込
）一
箇
年　

一
七
、二
八
〇
円
（
郵
送
料
を
含
む
。）

五
七
三

木 曜 日

第
二
千
八
百
四
十
三
号

　

平
成
三
十
年

十
一
月
二
十
九
日

山
梨
県
公
報

　
　
　
　
　
　

目　
　
　

次

　
　
　
　

告　
　
　

示

○
都
市
公
園
の
区
域
変
更	

五
七
三

　
　
　
　

公　
　
　

告

○
随
意
契
約
の
相
手
方
の
決
定
に
つ
い
て	

五
七
三

○
松
く
い
虫
駆
除
命
令
内
容
の
公
表	

五
七
三

○
指
定
施
業
要
件
変
更
保
安
林
の
所
在
不
分
明
通
知
（
二
件
）	

五
七
四

○
第
四
十
二
期
山
梨
県
労
働
委
員
会
労
働
者
委
員
補
欠
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て	

五
七
五

○
換
地
処
分
の
実
施	

五
七
五

○
開
発
行
為
及
び
公
共
施
設
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て	

五
七
六

　
　
　
　

企　

業　

局

○
湯
島
発
電
所
仙
城
沢
川
取
水
施
設
管
理
規
程	

五
七
六

　
　
　
　
　
　

告　
　
　

示

山
梨
県
告
示
第
三
百
四
十
六
号

　

次
の
と
お
り
都
市
公
園
の
区
域
を
変
更
す
る
の
で
、
山
梨
県
都
市
公
園
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
山
梨

県
条
例
第
二
十
一
号
）
第
二
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

平
成
三
十
年
十
一
月
二
十
九
日

	

山
梨
県
知
事	

後　
　

藤　
　
　
　
　

名　
　
　

称

位　
　
　

置

変
更
に
係
る
区
域

供
用
開
始
年
月
日

舞
鶴
城
公
園

甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目

次
の
図
面
の
と
お
り

平
成
三
十
年
十
二
月
一
日

　

（
「
次
の
図
面
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
山
梨
県
県
土
整
備
部
都
市
計
画
課
及
び
中
北
建
設
事

務
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

　
　
　
　
　
　

公　
　
　

告

◉　

随
意
契
約
の
相
手
方
の
決
定
に
つ
い
て

　

次
の
と
お
り
随
意
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
。
な
お
、
こ
の
公
告
は
、
千
九
百
九
十
四
年
四
月
十

五
日
マ
ラ
ケ
シ
ュ
で
作
成
さ
れ
た
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
、
二
千
十
二
年
三
月
三
十
日
ジ
ュ
ネ
ー
ブ

で
作
成
さ
れ
た
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
を
改
正
す
る
議
定
書
に
よ
っ
て
改
正
さ
れ
た
協
定
そ
の
他
の

国
際
約
束
の
適
用
を
受
け
る
調
達
契
約
に
係
る
も
の
で
あ
る
。

　
　

平
成
三
十
年
十
一
月
二
十
九
日

	

山
梨
県
知
事	

後　
　

藤　
　
　
　
　

一　

随
意
契
約
に
係
る
役
務

　

㈠　

名
称　

行
政
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
総
合
保
守
管
理
業
務

　

㈡　

数
量　

一
式

二　

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
所
属

　

㈠　

名
称　

山
梨
県
総
務
部
情
報
政
策
課

　

㈡　

所
在
地　

山
梨
県
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号

三　

随
意
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
日　

平
成
三
十
年
九
月
十
八
日

四　

随
意
契
約
の
相
手
方

　

㈠　

名
称　

日
本
電
気
株
式
会
社

　

㈡　

住
所　

東
京
都
港
区
芝
五
丁
目
七
番
一
号

五　

契
約
金
額　

一
億
三
千
六
百
八
万
円

六　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続　

随
意
契
約

七�　

随
意
契
約
に
よ
る
こ
と
と
し
た
理
由　

短
期
間
で
の
障
害
対
応
や
今
後
予
定
さ
れ
て
い
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
関
す
る
設
計
等
を
行
う
上
で
、
現
行
環
境
を
熟
知
し
て
い
る
事
業
者
で
あ
る
こ
と
が
必
要

不
可
欠
で
あ
る
た
め
（
地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政

令
（
平
成
七
年
政
令
第
三
百
七
十
二
号
）
第
十
一
条
第
一
項
第
二
号
該
当
）
。

◉　

松
く
い
虫
駆
除
命
令
内
容
の
公
表

　

森
林
病
害
虫
等
防
除
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
と
お
り
駆
除
命
令
を
行
う
の
で
、
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
三
条
第
五
項
の
規
定
に

よ
り
公
表
す
る
。

　
　

平
成
三
十
年
十
一
月
二
十
九
日

	

山
梨
県
知
事	

後　
　

藤　
　
　
　
　

一　

区
域
及
び
期
間



山
梨
県
公
報　
　

第
二
千
八
百
四
十
三
号　
　

平
成
三
十
年
十
一
月
二
十
九
日

五
七
四

　

1
�　

区
域　

甲
斐
市
の
区
域
内
に
存
す
る
松
林
の
区
域
の
う
ち
次
の
と
お
り
と
す
る
（「
次
の
と
お

り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
図
書
を
山
梨
県
森
林
環
境
部
森
林
整
備
課
及
び
中
北
林
務
環
境
事

務
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）。

　

2
�　

期
間　

平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
日
か
ら
同
月
二
十
七
日
ま
で

二　

森
林
病
害
虫
等
の
種
類　

森
林
病
害
虫
等
防
除
法
第
二
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
松
く
い
虫

三　

行
う
べ
き
措
置
の
内
容

　

1
�　

松
く
い
虫
が
付
着
し
て
い
る
樹
木
を
所
有
し
、
又
は
管
理
す
る
者
は
、
当
該
樹
木
を
伐
倒
し
て
、

当
該
樹
木
に
薬
剤
を
散
布
し
、
当
該
樹
木
を
薬
剤
に
よ
り
く
ん
蒸
し
、
又
は
当
該
樹
木
を
は
く
皮

し
た
う
え
、
当
該
松
く
い
虫
並
び
に
そ
の
付
着
し
て
い
る
枝
条
及
び
樹
皮
を
焼
却
す
る
こ
と
。

　

2
�　

松
の
伐
採
跡
地
で
あ
っ
て
、
松
く
い
虫
が
付
着
し
、
又
は
付
着
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
根
株
の
存

す
る
も
の
を
所
有
し
、
又
は
管
理
す
る
者
は
、
当
該
伐
採
跡
地
に
存
す
る
当
該
根
株
並
び
に
松
く

い
虫
並
び
に
そ
の
付
着
し
て
い
る
枝
条
及
び
樹
皮
に
薬
剤
を
散
布
し
、
又
は
当
該
根
株
を
は
く
皮

し
た
う
え
、
松
く
い
虫
が
付
着
し
て
い
る
場
合
に
は
当
該
松
く
い
虫
並
び
に
そ
の
付
着
し
て
い
る

枝
条
及
び
樹
皮
を
焼
却
す
る
こ
と
。

　

3
�　

松
く
い
虫
が
付
着
し
、
又
は
付
着
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
伐
採
木
等
（
伐
採
さ
れ
た
樹
木
そ
の
他

土
地
か
ら
分
離
し
た
樹
木
の
幹
及
び
枝
条
（
用
材
及
び
薪
炭
材
で
あ
る
も
の
を
含
む
。）
を
い
う
。

以
下
同
じ
。）
を
所
有
し
、
又
は
管
理
す
る
者
は
、
当
該
伐
採
木
等
に
薬
剤
を
散
布
し
、
当
該
伐

採
木
等
を
薬
剤
に
よ
り
く
ん
蒸
し
、
又
は
当
該
伐
採
木
等
を
は
く
皮
し
た
う
え
、
松
く
い
虫
が
付

着
し
て
い
る
場
合
に
は
当
該
松
く
い
虫
並
び
に
そ
の
付
着
し
て
い
る
枝
条
及
び
樹
皮
を
焼
却
す
る

こ
と
。

四�　

命
令
を
し
よ
う
と
す
る
理
由　

一
1
の
区
域
及
び
そ
の
周
辺
の
松
林
に
お
い
て
前
年
度
中
に
松
く

い
虫
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
並
び
に
本
年
度
に
お
け
る
気
象
条
件
及
び
松
く
い
虫
に
よ

る
被
害
の
発
生
状
況
に
鑑
み
、
三
に
掲
げ
る
措
置
を
行
わ
な
け
れ
ば
松
く
い
虫
に
よ
る
被
害
が
異
常

に
ま
ん
延
し
、一
1
の
区
域
及
び
そ
の
周
辺
の
松
林
に
重
大
な
損
害
を
与
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
。

五　

そ
の
他
必
要
な
事
項

　

1
�　

三
に
掲
げ
る
措
置
に
つ
い
て
、
薬
剤
を
使
用
す
る
場
合
は
、
森
林
病
害
虫
防
除
員
の
指
示
に
従

う
こ
と
。

　

2
�　

三
に
掲
げ
る
措
置
を
行
っ
た
者
又
は
そ
の
代
理
人
は
、
当
該
措
置
を
行
っ
た
後
速
や
か
に
、
中

北
林
務
環
境
事
務
所
を
経
由
し
て
、
知
事
に
そ
の
旨
を
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、

3
に
よ
り
申
請
書
を
提
出
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

　

3
�　

三
に
掲
げ
る
措
置
に
伴
う
損
失
補
償
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
に
定
め
る
申
請
書
を
当
該

措
置
を
行
っ
た
後
速
や
か
に
、
中
北
林
務
環
境
事
務
所
を
経
由
し
て
知
事
に
提
出
す
る
も
の
と

し
、
そ
の
提
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
知
事
は
、
当
該
申
請
者
が
三
に
掲
げ
る
措
置
を
行
っ
た
か
ど

う
か
を
確
認
し
て
、
損
失
補
償
金
の
額
を
決
定
し
、
及
び
損
失
補
償
金
を
交
付
す
る
。

　

4
�　

知
事
は
、
三
1
に
規
定
す
る
樹
木
、
三
2
に
規
定
す
る
伐
採
跡
地
又
は
三
3
に
規
定
す
る
伐
採

木
等
を
所
有
し
、
又
は
管
理
す
る
者
が
、
一
2
に
定
め
る
期
間
内
に
三
に
掲
げ
る
措
置
を
行
わ
な

い
と
き
、
行
っ
て
も
十
分
で
な
い
と
き
、
又
は
行
う
見
込
み
が
な
い
と
き
は
、
当
該
措
置
の
全
部

又
は
一
部
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

5
�　

知
事
は
、
4
の
措
置
を
行
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
措
置
の
費
用
の
額
が
、
三
に
掲
げ
る
措

置
を
行
う
べ
き
者
が
自
ら
当
該
措
置
の
全
部
又
は
一
部
を
行
っ
た
と
し
た
場
合
に
そ
の
者
が
受
け

る
こ
と
と
な
る
べ
き
損
失
補
償
金
の
額
を
超
え
る
と
き
は
、
そ
の
超
え
る
部
分
の
額
に
相
当
す
る

額
を
そ
の
者
か
ら
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

6
�　

一
1
の
区
域
内
に
お
い
て
森
林
、
樹
木
、
指
定
種
苗
又
は
伐
採
木
等
を
所
有
し
、
又
は
管
理
す

る
者
は
、
平
成
三
十
年
十
二
月
十
三
日
ま
で
に
、
知
事
に
対
し
、
理
由
を
記
載
し
た
文
書
を
提
出

し
て
不
服
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
。

◉　

指
定
施
業
要
件
変
更
保
安
林
の
所
在
不
分
明
通
知

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十

三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
の
相
手
方
の
所
在
が
不
分
明
な
た
め
、
同
法
第
百
八
十
九
条
の
規
定

に
よ
り
、
通
知
の
内
容
を
甲
斐
市
役
所
に
掲
示
し
た
の
で
、
そ
の
要
旨
を
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

　
　

平
成
三
十
年
十
一
月
二
十
九
日

	

山
梨
県
知
事	

後　
　

藤　
　
　
　
　

一　

指
定
施
業
要
件
変
更
保
安
林
の
所
在
場
所
及
び
通
知
の
相
手
方

指
定
施
業
要
件
変
更
保
安
林
の
所
在
場
所

通
知
の
相
手
方

甲
斐
市
上
福
沢
字
山
本
一
一
五
〇

小
林
榮
治

甲
斐
市
打
返
字
室
窪
四
五
七
の
一

大
沢
昌
則

二　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的　

土
砂
の
流
出
の
防
備

三　

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

　

㈠　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　

1　

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

　
　

2
�　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　

3　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

㈡　

立
木
の
伐
採
の
限
度　

次
の
と
お
り
と
す
る
。



山
梨
県
公
報　
　

第
二
千
八
百
四
十
三
号　
　

平
成
三
十
年
十
一
月
二
十
九
日

五
七
五

四�　

保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
変
更
の
告
示　

平
成
三
十
年
十
月
九
日
農
林
水
産
省
告
示
第
二
千
二
百

十
一
号

　
（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
山
梨
県
庁
及
び
甲
斐
市
役
所
に
備
え
置
い
て

縦
覧
に
供
す
る
。）

◉　

指
定
施
業
要
件
変
更
保
安
林
の
所
在
不
分
明
通
知

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十

三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
の
相
手
方
の
所
在
が
不
分
明
な
た
め
、
同
法
第
百
八
十
九
条
の
規
定

に
よ
り
、
通
知
の
内
容
を
山
中
湖
村
役
場
に
掲
示
し
た
の
で
、
そ
の
要
旨
を
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

　
　

平
成
三
十
年
十
一
月
二
十
九
日

	

山
梨
県
知
事	

後　
　

藤　
　
　
　
　

一　

指
定
施
業
要
件
変
更
保
安
林
の
所
在
場
所
及
び
通
知
の
相
手
方

指
定
施
業
要
件
変
更
保
安
林
の
所
在
場
所

通
知
の
相
手
方

南
都
留
郡
山
中
湖
村
平
野
字
皆
形
二
一
九
七
の
一
三
八

天
野
音
吉
、
長
田
亮
三

南
都
留
郡
山
中
湖
村
平
野
字
皆
形
二
一
九
七
の
一
〇
五
・

二
一
九
七
の
一
三
三
（
以
上
二
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示

す
部
分
に
限
る
。
）
、
二
一
九
七
の
一
四
八

天
野
啓
太
郎
、
天
野
小
三
郎
、

天
野
竹
治
、
天
野
文
雄
、
長
田

市
太
郎
、
長
田
鶴
吉
、
長
田
孫

平
、
長
田
六
衛
、
小
林
松
太
郎

南
都
留
郡
山
中
湖
村
平
野
字
皆
形
二
一
九
七
の
一
四
三
、

二
一
九
七
の
一
四
九

長
田
い
し
み
、
長
田
か
ず
み
、

長
田
孫
治

南
都
留
郡
山
中
湖
村
平
野
字
皆
形
二
一
九
七
の
一
四
五

長
田
繁

南
都
留
郡
山
中
湖
村
平
野
字
皆
形
二
一
九
七
の
一
三
二

長
田
房
一

二　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的　

土
砂
の
流
出
の
防
備

三　

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

　

㈠　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　

1　

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

　
　

2
�　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　

3　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

㈡　

立
木
の
伐
採
の
限
度　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

四�　

保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
変
更
の
告
示　

平
成
三
十
年
十
月
十
一
日
農
林
水
産
省
告
示
第
二
千
二

百
三
十
一
号

　
（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
山
梨
県
庁
及
び

山
中
湖
村
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

◉　

第
四
十
二
期
山
梨
県
労
働
委
員
会
労
働
者
委
員
補
欠
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

　

第
四
十
二
期
山
梨
県
労
働
委
員
会
労
働
者
委
員
補
欠
委
員
の
任
命
を
平
成
三
十
一
年
一
月
に
行
う
の

で
、
労
働
組
合
は
労
働
者
委
員
補
欠
委
員
候
補
者
を
次
に
よ
り
推
薦
さ
れ
た
い
。

　
　

平
成
三
十
年
十
一
月
二
十
九
日

	

山
梨
県
知
事	

後　
　

藤　
　
　
　
　

一　

推
薦
資
格
を
有
す
る
も
の
及
び
そ
の
推
薦
方
法

　

1
�　

労
働
者
委
員
補
欠
委
員
候
補
者
を
推
薦
し
得
る
資
格
を
有
す
る
労
働
組
合
は
、
山
梨
県
の
区
域

内
の
み
に
組
織
を
有
し
、
か
つ
、
労
働
組
合
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
七
十
四
号
）
第
二
条

及
び
第
五
条
第
二
項
の
規
定
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　

2
�　

1
の
労
働
組
合
は
、
書
面
に
よ
り
候
補
者
を
推
薦
す
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の

書
面
に
そ
の
労
働
組
合
が
1
の
規
定
に
適
合
す
る
旨
の
山
梨
県
労
働
委
員
会
の
資
格
証
明
書
を
添

付
す
る
こ
と
。

二　

被
推
薦
者
の
資
格
制
限
等

　

1
�　

被
推
薦
者
が
労
働
組
合
法
第
十
九
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
委
員
と
な

る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

2
�　

公
務
員
で
あ
る
被
推
薦
者
が
委
員
に
就
任
す
る
場
合
に
は
、
国
家
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
二
年

法
律
第
百
二
十
号
）
第
百
一
条
及
び
第
百
四
条
又
は
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二

百
六
十
一
号
）
第
三
十
五
条
及
び
第
三
十
八
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
。

三　

推
薦
者
数　

労
働
組
合
が
推
薦
し
よ
う
と
す
る
候
補
者
の
数
は
、
二
名
程
度
と
す
る
。

四　

推
薦
期
間　

平
成
三
十
年
十
一
月
二
十
九
日
か
ら
同
年
十
二
月
十
四
日
ま
で

五�　

推
薦
書
の
提
出
場
所　

山
梨
県
産
業
労
働
部
労
政
雇
用
課
（
郵
便
番
号
四
〇
〇
｜
八
五
〇
一
甲
府

市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
）

六　

任
命
す
べ
き
補
欠
委
員
の
数　

一
名

◉　

換
地
処
分
の
実
施

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
九
条
の
二
第
九
項
の
規
定
に
よ
り
、



山
梨
県
公
報　
　

第
二
千
八
百
四
十
三
号　
　

平
成
三
十
年
十
一
月
二
十
九
日

五
七
六

県
営
畑
地
帯
総
合
整
備
事
業
（
白
根
中
央
地
区
有
野
工
区
）
の
換
地
処
分
を
平
成
三
十
年
十
月
三
十
一

日
実
施
し
た
。

　
　

平
成
三
十
年
十
一
月
二
十
九
日

	

山
梨
県
知
事	

後　
　

藤　
　
　
　
　

◉　

開
発
行
為
及
び
公
共
施
設
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
許
可
に
係
る
次
の
開
発
行
為

に
関
す
る
工
事
及
び
開
発
行
為
の
う
ち
公
共
施
設
に
関
す
る
工
事
は
、
完
了
し
た
。

　
　

平
成
三
十
年
十
一
月
二
十
九
日

	

山
梨
県
知
事	

後　
　

藤　
　
　
　
　

一�　

開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称　

都
留
市
玉
川
字
穴
口
三
百
二
十
七
番
一
、
三
百

二
十
七
番
四
か
ら
三
百
二
十
七
番
九
ま
で
、
三
百
二
十
八
番
、
三
百
三
十
三
番
、
三
百
三
十
四
番
三

及
び
三
百
三
十
八
番
二
か
ら
三
百
三
十
八
番
四
ま
で
並
び
に
水
の
区
域

二　

公
共
施
設
の
種
類
、
位
置
及
び
区
域

公
共
施
設
の
種
類

位
置
及
び
区
域

水
路

次
の
図
の
と
お
り

　

�　
（「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
富
士
・
東
部
建
設
事
務
所
及
び
都
留

市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

三�　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名　

都
留
市
玉
川
三
百
三
十
八
番
地　

株
式
会
社
山
又
富

士　

代
表
取
締
役　

遠
藤
広
人

　
　
　
　
　
　

企　

業　

局

山
梨
県
企
業
局
管
理
規
程
第
九
号

　

湯
島
発
電
所
仙
城
沢
川
取
水
施
設
管
理
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

平
成
三
十
年
十
一
月
二
十
九
日

山
梨
県
公
営
企
業
管
理
者　
　

宮　
　

澤　
　

雅　
　

史　
　

　
　
　

湯
島
発
電
所
仙
城
沢
川
取
水
施
設
管
理
規
程

目
次

　

第
一
章　

総
則
（
第
一
条
｜
第
五
条
）

　

第
二
章　

取
水
、
放
流
及
び
ゲ
ー
ト
の
操
作
に
関
す
る
事
項

　
　

第
一
節　

水
位
（
第
六
条
）

　
　

第
二
節　

取
水
及
び
河
川
流
量
（
第
七
条
｜
第
十
一
条
）

　
　

第
三
節　

放
流
及
び
ゲ
ー
ト
の
操
作
（
第
十
二
条
｜
第
十
六
条
）

　

第
三
章　

点
検
及
び
整
備
に
関
す
る
事
項
（
第
十
七
条
｜
第
十
九
条
）

　

第
四
章　

洪
水
警
戒
体
制
に
お
け
る
措
置
に
関
す
る
事
項
（
第
二
十
条
｜
第
二
十
一
条
）

　

附
則

　
　
　

第
一
章　

総
則

（
趣
旨
）

第�

一
条　

湯
島
発
電
所
仙
城
沢
川
取
水
施
設
管
理
規
程
（
以
下
「
規
程
」
と
い
う
。
）
は
、
水
利
使
用

規
則
（
平
成
二
十
四
年
二
月
六
日
付
け
国
関
整
水
第
百
七
十
九
号
の
三
）
第
八
条
に
基
づ
き
、
湯
島

発
電
所
仙
城
沢
川
取
水
施
設
（
以
下
「
取
水
施
設
」
と
い
う
。
）
の
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定

め
る
も
の
と
す
る
。

（
管
理
者
及
び
管
理
主
任
者
）

第�

二
条　

取
水
施
設
管
理
者
（
以
下
「
管
理
者
」
と
い
う
。）
は
、
山
梨
県
公
営
企
業
管
理
者
と
し
、

水
利
使
用
規
則
及
び
こ
の
規
程
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、取
水
施
設
の
管
理
を
行
う
も
の
と
す
る
。

2
�　

管
理
者
は
、
取
水
施
設
の
管
理
を
適
正
に
行
う
た
め
、
早
川
水
系
発
電
管
理
事
務
所
に
管
理
主
任

者
を
一
人
お
く
こ
と
。

3
�　

管
理
主
任
者
は
、
部
下
の
職
員
を
指
揮
監
督
し
、
こ
の
規
程
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
取
水
施

設
の
管
理
に
関
す
る
事
務
を
誠
実
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

4
�　

管
理
主
任
者
は
、
電
気
事
業
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
七
十
号
）
第
四
十
三
条
及
び
電
気
事

業
法
施
行
規
則
（
平
成
七
年
通
商
産
業
省
令
第
七
十
七
号
）
第
五
十
二
条
に
基
づ
く
ダ
ム
水
路
主
任

技
術
者
と
し
、
関
東
東
北
産
業
保
安
監
督
部
長
へ
届
け
出
る
も
の
と
す
る
。

（
異
例
の
措
置
）

第�

三
条　

管
理
主
任
者
は
、
こ
の
規
程
に
定
め
の
な
い
事
項
を
処
理
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か

じ
め
管
理
者
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
異
常
事
態
の
発
生
に
よ
り
緊
急
に
処
理

を
要
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

2
�　

管
理
主
任
者
は
、
前
項
た
だ
し
書
に
よ
り
処
理
し
た
場
合
に
は
、
事
後
速
や
か
に
管
理
者
に
報
告

す
る
と
と
も
に
、
そ
の
後
の
処
理
に
つ
い
て
の
指
示
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
取
水
施
設
の
諸
元
等
）

第
四
条　

取
水
施
設
の
諸
元
、
そ
の
他
管
理
上
参
考
と
な
る
べ
き
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

一　

取
水
施
設

　
　

イ　

取
水
堰
堤

　
　
　

⑴　

高
さ　

七
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル

　
　
　

⑵　

長
さ　

一
八
・
五
〇
メ
ー
ト
ル



山
梨
県
公
報　
　

第
二
千
八
百
四
十
三
号　
　

平
成
三
十
年
十
一
月
二
十
九
日

五
七
七

　
　
　

⑶　

越
流
頂
の
標
高　

千
十
五
・
五
〇
メ
ー
ト
ル

　
　

ロ　

ゲ
ー
ト
の
名
称
及
び
規
模

　
　
　

⑴　

取
水
堰
堤
排
砂
門
（
幅
二
・
五
〇
メ
ー
ト
ル　

高
さ
二
・
五
〇
メ
ー
ト
ル
）

　
　
　

⑵　

取
水
庭
排
砂
門
（
幅
二
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル　

高
さ
一
・
五
〇
メ
ー
ト
ル
）

　
　
　

⑶　

沈
砂
池
排
砂
門
（
幅
一
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル　

高
さ
一
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）

　
　
　

⑷　

隧
道
入
口
制
水
門
（
幅
一
・
八
〇
メ
ー
ト
ル　

高
さ
二
・
一
〇
メ
ー
ト
ル
）

　
　

ハ　

ゲ
ー
ト
開
閉
の
速
さ　

取
水
堰
堤
排
砂
門　

〇
・
三
〇
メ
ー
ト
ル
毎
分

　
　

ニ　

放
流
管
の
名
称
及
び
規
模

　
　
　

⑴　

義
務
放
流
量
放
流
管　

直
径
二
百
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

　
　
　

⑵　

集
水
面
積　

八
・
四
〇
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

　
　
　

⑶　

計
画
洪
水
流
量　

三
百
立
方
メ
ー
ト
ル
毎
秒

　
　
　

⑷　

計
画
洪
水
位　

標
高
千
十
九
・
二
三
メ
ー
ト
ル

　
　
　

⑸　

最
大
取
水
量　

〇
・
七
二
立
方
メ
ー
ト
ル
毎
秒

　
　
　

⑹　

取
水
制
限
流
量　

第
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
範
囲
内
の
流
量

（
水
位
等
の
算
定
方
法
）

第�

五
条　

取
水
施
設
に
お
け
る
河
川
水
位
は
、
取
水
堰
堤
排
砂
門
直
上
流
の
圧
力
式
水
位
計
の
測
定
値

と
し
、
予
備
と
し
て
、
取
水
堰
排
砂
門
右
岸
内
壁
面
の
量
水
標
の
読
み
と
す
る
。

2
�　

取
水
施
設
に
お
け
る
河
川
流
量
は
、
第
十
条
で
測
定
す
る
取
水
量
と
義
務
放
流
量
及
び
余
水
吐
越

流
量
並
び
に
前
項
の
測
定
値
か
ら
算
定
す
る
取
水
堰
堤
排
砂
門
か
ら
の
放
流
量
並
び
に
取
水
堰
堤
か

ら
の
越
流
量
を
合
算
し
て
算
出
す
る
も
の
と
す
る
。

　
　
　

第
二
章　

取
水
、
放
流
及
び
ゲ
ー
ト
の
操
作
に
関
す
る
事
項

　
　
　
　

第
一
節　

水
位

（
取
水
位
）

第
六
条　

取
水
施
設
に
お
け
る
最
低
取
水
位
は
、
標
高
千
十
四
・
五
〇
メ
ー
ト
ル
と
す
る
。

　
　
　
　

第
二
節　

取
水
及
び
河
川
流
量

（
取
水
）

第
七
条　

取
水
施
設
か
ら
の
最
大
取
水
量
は
、
〇
・
七
二
立
方
メ
ー
ト
ル
毎
秒
と
す
る
。

2
�　

取
水
は
、
取
水
施
設
に
お
け
る
流
量
が
第
九
条
第
一
項
で
規
定
す
る
流
量
を
超
え
る
場
合
に
限

り
、
そ
の
超
え
る
部
分
の
範
囲
内
に
お
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
取
水
時
の
ゲ
ー
ト
の
操
作
）

第�

八
条　

取
水
を
行
う
と
き
は
、
第
四
条
第
一
号
ロ
⑴
か
ら
⑶
ま
で
の
排
砂
門
（
以
下
「
排
砂
門
」
と

い
う
。
）
は
全
閉
、
隧
道
入
口
制
水
門
は
全
開
と
す
る
。

（
義
務
放
流
量
）

第�

九
条　

義
務
放
流
量
は
、
取
水
施
設
地
点
の
河
川
流
量
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
〇
・
〇
一
立
方
メ
ー

ト
ル
毎
秒
と
す
る
。

2
�　

管
理
主
任
者
は
、
前
項
に
規
定
す
る
義
務
放
流
量
を
厳
守
し
て
湯
島
発
電
所
発
電
用
水
の
取
水
を

行
い
、
か
つ
、
河
川
の
流
量
を
努
め
て
恒
常
的
に
維
持
す
る
も
の
と
す
る
。

（
取
水
量
の
測
定
）

第�

十
条　

取
水
量
の
測
定
は
、
取
水
施
設
沈
砂
池
内
の
自
記
水
位
計
を
用
い
る
水
位
法
に
よ
り
算
定
し

た
値
か
ら
、
義
務
放
流
量
及
び
余
水
吐
越
流
量
を
控
除
し
て
算
出
す
る
も
の
と
す
る
。

2
�　

前
項
に
よ
る
算
定
の
ほ
か
、
発
電
実
績
出
力
か
ら
使
用
水
量
を
定
め
る
方
法
に
よ
り
、
前
項
の
算

定
結
果
を
補
完
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

（
取
水
量
及
び
河
川
流
量
等
の
報
告
）

第�

十
一
条　

管
理
者
は
、
水
利
使
用
規
則
第
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
第
十
条
で
算
出
し
た
取
水
量
を
月

ご
と
に
と
り
ま
と
め
て
、
翌
月
の
十
日
ま
で
に
関
東
地
方
整
備
局
長
（
以
下
「
局
長
」
と
い
う
。
）

に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2
�　

管
理
者
は
、
水
利
使
用
規
則
第
九
条
の
二
に
規
定
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
十
年
間
分
を
と
り
ま
と

め
、
局
長
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

一　

河
川
流
量

　

二　

取
水
実
績

　

三　

義
務
放
流
量
（
維
持
流
量
）
の
放
流
状
況

　

四　

河
川
法
許
可
に
関
わ
る
手
続
き
の
厳
守
状
況

　

五　

工
作
物
の
工
事
履
歴

　

六　

洪
水
時
の
対
応
状
況

　

七　

異
常
渇
水
時
の
対
応
状
況

　

八　

そ
の
他
必
要
な
事
項
（
特
段
の
許
可
条
件
が
付
さ
れ
て
い
る
場
合
の
対
応
状
況
等
）

　
　
　
　

第
三
節　

放
流
及
び
ゲ
ー
ト
の
操
作

（
放
流
の
原
則
）

第�

十
二
条　

取
水
施
設
か
ら
の
放
流
は
、
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
場
合
に
限
り
、
行
う
こ
と
が
で

き
る
も
の
と
す
る
。

　

一�　

下
流
に
お
け
る
他
の
河
川
の
使
用
の
た
め
必
要
な
河
川
の
流
量
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
と

き
。

　

二　

第
九
条
の
放
流
を
行
う
と
き
。

　

三　

河
川
流
量
が
最
大
取
水
量
と
義
務
放
流
量
を
加
え
た
量
を
越
え
た
と
き
。

　

四　

発
電
用
施
設
及
び
取
水
施
設
の
点
検
又
は
整
備
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
。

　

五　

そ
の
他
や
む
を
得
な
い
必
要
が
あ
る
と
き
。

（
ゲ
ー
ト
の
操
作
）

第�

十
三
条　

排
砂
門
及
び
隧
道
入
口
制
水
門
の
操
作
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
る
ほ
か
、
第
二
十
条
に
規



発
行
者　
　

山

梨

県　
　

甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号　
　
　
　
　

印
刷
所　

㈱
サ
ン
ニ
チ
印
刷　

甲
府
市
北
口
二
丁
目
六
番　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
梨
県
公
報　
　

第
二
千
八
百
四
十
三
号　
　

平
成
三
十
年
十
一
月
二
十
九
日

五
七
八

定
す
る
洪
水
警
戒
体
制
時
以
外
は
開
閉
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
放
流
の
際
の
一
般
に
周
知
さ
せ
る
た
め
の
措
置
）

第�

十
四
条　

取
水
施
設
か
ら
放
流
す
る
際
の
一
般
に
周
知
さ
せ
る
た
め
の
措
置
と
し
て
、
取
水
施
設
左

岸
の
警
報
器
に
よ
り
放
流
の
開
始
時
に
警
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
放
流
の
安
全
の
確
認
）

第�

十
五
条　

排
砂
門
を
操
作
し
て
放
流
を
行
う
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
下
流
河
川
の
安
全
を
確
認
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
ゲ
ー
ト
の
操
作
に
関
す
る
記
録
の
作
成
）

第�

十
六
条　

排
砂
門
及
び
隧
道
入
口
制
水
門
を
操
作
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事

項
を
記
録
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

一　

操
作
の
理
由

　

二　

開
閉
し
た
ゲ
ー
ト
の
名
称
、
開
閉
を
始
め
た
時
刻
及
び
こ
れ
を
終
え
た
時
刻

　

三　

開
閉
を
始
め
た
と
き
及
び
こ
れ
を
終
え
た
と
き
に
お
け
る
取
水
施
設
の
河
川
水
位

　

四　

そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

　
　
　

第
三
章　

点
検
及
び
整
備
に
関
す
る
事
項

（
点
検
及
び
整
備
）

第�

十
七
条　

管
理
主
任
者
は
、
取
水
施
設
を
操
作
す
る
た
め
に
必
要
な
機
械
器
具
の
整
備
を
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
大
雨
、
洪
水
、
地
震
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
異
常
な
現

象
で
、
そ
の
影
響
が
取
水
施
設
に
及
ぶ
も
の
が
発
生
し
た
と
き
は
、
そ
の
発
生
後
、
速
や
か
に
取
水

施
設
の
点
検
を
行
い
、
取
水
施
設
に
関
す
る
異
常
な
状
態
が
早
期
に
発
見
さ
れ
る
よ
う
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（
監
視
）

第�

十
八
条　

管
理
主
任
者
は
、
取
水
施
設
及
び
そ
の
周
辺
に
つ
い
て
常
に
監
視
を
行
い
、
そ
の
維
持
管

理
及
び
保
全
に
支
障
を
及
ぼ
す
行
為
の
取
締
り
並
び
に
危
険
防
止
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
異
常
か
つ
重
大
な
状
態
に
関
す
る
報
告
）

第�

十
九
条　

管
理
主
任
者
は
、
大
雨
、
洪
水
、
地
震
そ
の
他
の
原
因
に
よ
り
、
取
水
施
設
に
関
す
る
異

常
か
つ
重
大
な
状
態
が
発
見
さ
れ
た
と
き
は
、
直
ち
に
応
急
の
措
置
を
と
る
と
と
も
に
、
甲
府
河
川

国
道
事
務
所
長
及
び
峡
南
建
設
事
務
所
長
に
対
し
そ
の
旨
を
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　

第
四
章　

洪
水
警
戒
体
制
に
お
け
る
措
置
に
関
す
る
事
項

（
洪
水
警
戒
体
制
）

第�

二
十
条　

こ
の
規
程
に
お
け
る
洪
水
警
戒
体
制
と
は
、
山
梨
県
南
巨
摩
郡
早
川
町
を
対
象
と
し
て
大

雨
警
報
又
は
洪
水
警
報
が
発
令
さ
れ
た
と
き
か
ら
、
こ
れ
ら
の
警
報
が
解
除
さ
れ
、
又
は
切
り
替
え

ら
れ
る
ま
で
の
間
を
い
う
。

（
洪
水
警
戒
体
制
に
お
け
る
措
置
）

第�

二
十
一
条　

管
理
主
任
者
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
り
洪
水
警
戒
体
制
を
と
っ
た
と
き
は
、
職
員
を
呼

集
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
措
置
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

一�　

取
水
施
設
を
操
作
す
る
た
め
に
必
要
な
機
械
、
器
具
の
点
検
整
備
、
そ
の
他
取
水
施
設
の
管
理

の
た
め
必
要
な
措
置

　

二�　

関
係
地
方
気
象
台
及
び
関
係
機
関
が
発
信
す
る
気
象
及
び
水
象
に
関
す
る
情
報
の
収
集
を
行
う

こ
と
。

　

�

三�　

第
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
ゲ
ー
ト
の
操
作
に
関
す
る
記
録
そ
の
他
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い

て
、
記
録
の
作
成
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

イ　

気
象

　
　

ロ　

水
象

　
　

ハ　

取
水
量

　
　

ニ　

点
検
及
び
整
備
に
関
す
る
こ
と
。

　
　

ホ　

そ
の
他
取
水
施
設
の
管
理
に
関
す
る
こ
と
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
程
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。


